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このマニュアルの使用法

この節では、関連ドキュメント、フィードバックの送信、およびドキュメントの変
更履歴について説明します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFとHTML)」
■ 8ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「寄稿者」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールの情報については、http://www.oracle.com/

goto/bladesにアクセスし、ページの下部にある一覧で該当するサーバーモジュール
をクリックします。

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

関連ドキュメント
Oracleの Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールに関連するドキュメントのリストを
次に示します。これらのドキュメントおよびその他のサポートドキュメントは、次
のWebサイトで入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.x6275m2?l=ja
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールのドキュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール製品ドキュメント

検索と索引を含む、アスタリス
ク (*)の付いたすべてのド
キュメントの統合HTML
バージョン。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールご使用の手
引き』

図によるセットアップのク
イックリファレンス。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュール設置マ
ニュアル』*

サーバーを設置、ラック収
納、および設定して初めて電源
を入れるまでの方法。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールご使用にあ
たって』*

サーバーに関する重要な最新情
報。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールOracle
Solarisオペレーティングシステ
ムインストールガイド』*

Oracle Solaris OSをサーバーにイ
ンストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュール Linuxオペ
レーティングシステムインス
トールガイド』*

サポートされる Linux OSを
サーバーにインストールする方
法。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールWindows
オペレーティングシステムイン
ストールガイド』*

サポートされるMicrosoft
Windows OSバージョンを
サーバーにインストールする方
法。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールOracle VM
オペレーティングシステムイン
ストールガイド?』*

サポートされるOracle VM OS
バージョンをサーバーにインス
トールする方法。

『Oracle x86サーバー診断ガイ
ド』*

サーバーの問題を診断する方
法。

『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールサービスマ
ニュアル』*

サーバーの保守と維持管理を行
う方法。

『Sun Blade X6275 M2 Server
Module Safety and Compliance
Guide』

サーバーの安全性および適合性
に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0補足マ
ニュアル Sun Netra X6275 M2
サーバーモジュール』*

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補
足情報。

保守ラベル サーバーモジュール上に表示さ
れる保守ラベルのコピー。

関連ドキュメント
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Disk Managementのド
キュメント

『Sun x64 Server Disk
Management Overview』

サーバーの記憶域の管理に関す
る情報。

x64サーバーのアプリ
ケーションとユーティリ
ティーのドキュメント

『Sun x64 Server Utilities
Reference Manual』

サーバーにインストールされて
いるユーティリティの使用方
法。

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0ドキュメン
ト

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0機能更新お
よびリリースノート』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0入門ガイ
ド』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0概念ガイ
ド』

ILOM 3.0に関する概念情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Web
Interface手順ガイド』

Webインタフェースで ILOMを
使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 CLI手順ガ
イド』

コマンドで ILOMを使用する方
法。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0管理プロト
コルリファレンスガイド』

管理プロトコルに関する情報。

これらのドキュメントの一部については、前述のWebサイトで簡体字中国語、韓国
語、日本語、フランス語、スペイン語の翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改
訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
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注 –「ドキュメント情報」と「索引」のトピックには、関連するPDFはありませ
ん。

ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントを送信するには、ドキュメントサイト (http://docs.sun.com)の任意の
ページの右下にある「Feedback {+}」リンクをクリックします。

寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Michael Bechler、Ray Angelo、Mark McGothigan

寄稿者: Kenny Tung、Adam Ru、Isaac Yang、Stone Zhang、Susie Fang、Lyle Yang、Joan
Xiong、Redarmy Fan、Barry Xiao、Evan Xuan、Neil Gu、Leigh Chen、Eric Kong、Kenus
Lee

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2010年 11月、初版

ドキュメントのコメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール Linuxオペレーティングシステムインストールガイド •
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OSをインストールするための準備

この節では、Linuxオペレーティングシステム (Operating System、OS)を Sun Blade
X6275 M2サーバーモジュールにインストールする手順について説明します。

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールは 2つのノードで構成されています。各
ノードでは、独自のサービスプロセッサ (Service Processor、SP)を使用し、独自のオ
ペレーティングシステムをサポートできます。2つのノードは互いに完全に独立して
いるため、異なるサーバーとして管理する必要があります。そのため、各
サーバーモジュールでは、ノードごとにオペレーティングシステムを個別にインス
トールする必要があります。

Sun Blade X6275 M2は、Linux OSの複数のバージョンをサポートしています。サ
ポートされている最小バージョンを次に示します。

■ Oracle Linux 5.5 (64ビット)
■ Red Hat Linux (RHEL) 5.5 (64ビット)
■ SLES 10 SP3 (64ビット)および SLES 11 SP1 (64ビット)

サポートされているオペレーティングシステムの最新のリストについては、http://

www.oracle.com/goto/x6275m2を参照してください。

次のステップ

使用しているサーバーモジュールにOSをインストールする前に、次の節を確認
し、各タスクを完了させます。

1. 10ページの「サーバーの準備」
2. 10ページの「決定すべき事柄」
3. 12ページの「必要な項目の取得」
4. 13ページの「ドライバの取得」

各節のタスクを完了したあとは、次に示すいずれかの節に進んでインストールを完
了させます。

■ 15ページの「Oracle Linuxのインストール」
■ 21ページの「Red Hat Enterprise Linuxのインストール」
■ 27ページの「SLESオペレーティングシステムのインストール」
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サーバーの準備
OSをインストールする前に、次のタスクを完了させてサーバーの準備を行います。

1. サーバーハードウェアを設置します。

2. (省略可)サービスプロセッサを設定します

3. PCIe EMカードに接続されたストレージデバイス上にOSをインストールする場合
は、ストレージデバイスから起動できるようにサーバーを設定します。詳細につ
いては、PCIe EMのドキュメントを参照してください。

次のステップ

10ページの「決定すべき事柄」

決定すべき事柄
オペレーティングシステムをインストールする前に決定すべき事柄を次の表に示し
ます。

OSをインストールする場所

OSは、フラッシュモジュール、USBフラッシュドライブ、または PCIe EMカードに
接続されたストレージデバイスにインストールできます。

サーバーの準備
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デバイス 情報

フラッシュモジュール サーバーモジュールには、ノードごとに 1つの Sunフラッシュモ
ジュール (Flash Module、FMod)ソケットが含まれています。

FModが存在するときはディスクデバイスとして表示され、そこにオペ
レーティングシステムをインストールできます。

FModの取り付け方法については、『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールサービスマニュアル』を参照してください。

USBフラッシュドライ
ブ

サーバーモジュールには、ノードごとに 1つの内部USBが含まれていま
す。

USBフラッシュドライブが存在するときはディスクデバイスとして表示
され、そこにオペレーティングシステムをインストールできます。

USBフラッシュドライブの取り付け方法については、『Sun Blade X6275
M2サーバーモジュールサービスマニュアル』を参照してください。

決定すべき事柄
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デバイス 情報

PCIe EMデバイス 各シャーシブレードのスロットには、2つの PCIe EMスロットが割り当
てられています。2つの PCIe EMスロットのいずれかは各ノードに割り
当てられています。

PCIe EMスロットに接続されたストレージデバイスからブートを行うよ
うにするには、PCIe EMスロットを起動デバイスとして設定する必要が
あります。手順については、使用している PCIe EMのドキュメントを参
照してください。

インストールする方法

インストール方法 次の節を参照してください。

USBに接続した外部CD/DVDドライブを使用し
てサーバー上の配布メディア (CD/DVD)からイ
ンストール

『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールサービ
スマニュアル』の「マルチポートケーブルの使
用」

リモートシステムの配布メディア (CD/DVDま
たは ISOファイル)からインストール

『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール設置マ
ニュアル』の「ILOM Webインタフェースを使
用してホストコンソールに接続する方法」

Preboot Execution Environment (PXE)を使用して
ネットワークブートイメージからインストール

PXEインストールの手順については、各OSの
該当する節を参照してください。

次のステップ

12ページの「必要な項目の取得」

必要な項目の取得
OSをインストールする前に、次の項目を収集します。

■ 使用しているネットワーク環境に必要な情報 (IPアドレス、ゲート
ウェイ、ネットマスクなど)

■ 必要なすべてのドライバ。ドライバのリストについては、13ページの「ドライ
バの取得」を参照してください。

■ オペレーティングシステムの配布メディア一式または同等の ISOイメージ。
ダウンロードの手順については、該当するOSの節を参照してください。

■ 必要なハードウェア。説明項目は次のとおりです。
■ リモートインストールを実行する場合は、DVD-ROMドライ
ブ、キーボード、マウス、およびモニターを、OSのインストール先である
サーバーではなく、リモートシステムに接続します。また、実際の
CD/DVD-ROMではなく、ISOイメージを使用することもできます。

必要な項目の取得

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール Linuxオペレーティングシステムインストールガイド •
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■ ローカルイントールを実行する場合は、次の項目が必要になります。

■ サーバーの前面に接続するマルチポートケーブル。詳細については、『Sun
Blade X6275 M2サーバーモジュールサービスマニュアル』の「マルチ
ポートケーブルの使用」を参照してください。

■ USBで接続したキーボードとマウス。
■ モニター。

■ DVD-ROMドライブ。

次のステップ

13ページの「ドライバの取得」

ドライバの取得
インストールするOS用のサーバー固有のドライバを取得する必要があります。その
内容を次に示します。

表 1 必要なサーバー固有のドライバ

サーバーモジュール
オペレーティン
グシステム ドライバの必要最小バージョン 場所

Sun Blade X6275 M2
(1GbE)

Linux ■ AST2100ビデオ 64ビットの
ドライババージョン:
6.00.10.0090

■ Intel NIC 64ビットのドライ
ババージョン: 1.2.10

Tools and Drivers CD/DVD
ISOイメージ (OSのインス
トール後に追加のNIC設
定ソフトウェアを入手可
能)

Windows ■ AST2100ビデオ 64ビットの
ドライババージョン:
6.00.10.0090

■ Intelチップセット 64ビット
のドライババージョン:
9.1.1.1027

■ Intel NIC 64ビットのドライ
ババージョン: 15.5

Tools and Drivers CD/DVD
ISOイメージ (OSのインス
トール後に追加のNIC設
定ソフトウェアを入手可
能)

ドライバの取得
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表 1 必要なサーバー固有のドライバ (続き)

サーバーモジュール
オペレーティン
グシステム ドライバの必要最小バージョン 場所

Sun Blade X6275 M2
(10GbE)

Linux ■ AST2100ビデオ 64ビットの
ドライババージョン:
6.00.10.0090

■ Mellanox CX–2 EN NIC 64
ビットのドライバ
バージョン: 1.5.1.3

Tools and Drivers CD/DVD
ISOイメージ (OSのインス
トール後に追加のNIC設
定ソフトウェアを入手可
能)

Windows ■ AST2100ビデオ 64ビットの
ドライババージョン:
6.00.10.0090

■ Intelチップセット 64ビット
のドライババージョン:
9.1.1.1027

■ Mellanox CX–2 EN NIC 64
ビットのドライバ
バージョン: 1.3.0

Tools and Drivers CD/DVD
(OSのインストール後に追
加のNIC設定ソフト
ウェアを入手可能)

Tools and Drivers CD/DVD ISOイメージのコピーは、http://www.oracle.com/goto/

x6275m2から取得できます。

最新のドライバは、該当する install.shスクリプトを実行して取得することもでき
ます。該当する install.shスクリプトとドライバの場所を次の表に示します。

OS install.shスクリプト ドライバの場所

Oracle Linux \Linux\OL\install.sh \Linux\OL\OL5U5\Drivers\64bit

RHEL \Linux\RHEL\install.sh \Linux\RHEL\RHEL5.5\Drivers\64bit

SLES \Linux\SLES\install.sh \Linux\SLES\SLES10SP3または

\Linux\SLES\SLES11SP1

ドライバの取得

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール Linuxオペレーティングシステムインストールガイド •
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Oracle Linuxのインストール

この節では、Oracle Linuxを Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにインストール
する手順について説明します。

このサーバーでサポートされているOracle Linuxの最小バージョンは、5.5 (64ビット)
です。サポートされているオペレーティングシステムの最新のリストについて
は、http://www.oracle.com/goto/x6275m2を参照してください。

この節では、次のトピックについて説明します。

■ 15ページの「配布メディアからのOracle Linuxのインストール」
■ 17ページの「PXEイメージからOracle Linuxをインストールする方法」
■ 18ページの「必要なドライバをインストールする方法」
■ 19ページの「Oracle Linuxオペレーティングシステムを更新する方法」

配布メディアからのOracle Linuxのインストール
サーバーにOracle Linuxをインストールする前に、9ページの「OSをインストールす
るための準備」の節を確認し、説明されている準備を行ってください。

次のOracleマニュアルを取得します。

マニュアル名 説明 入手場所

リリースノート 使用しているOracle Linuxソフ
トウェアバージョンのシステム
要件およびシステム設定につい
ての最新情報が含まれていま
す。

次のWebサイトから入手できま
す。http://oss.oracle.com/el5/

docs/

Oracle Linux Installation
Guide

Oracle Linuxのインストール手
順を段階的に説明したオンライ
ンの記事。

次のWebサイトからダウンロード
できます。http://

www.oracle-base.com/

articles/linux/

OracleEnterpriseLinux5Installation.php

関連項目
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■ 16ページの「Oracle Linuxメディアをダウンロードする方法」
■ 16ページの「配布メディアからOracle Linuxをインストールする方法」

▼ Oracle Linuxメディアをダウンロードする方法

Oracle e–deliveryサイト (http://edelivery.oracle.com/linux)に移動します。

アカウントがない場合は、アカウントを作成します。

更新された ISOイメージをダウンロードするアカウントが必要になります。

Oracle Linuxを検索してダウンロードします。

16ページの「配布メディアからOracle Linuxをインストールする方法」に進みます。

▼ 配布メディアからOracle Linuxをインストールする方法

サーバーコンソールに接続します。

LinuxディストリビューションDVDを挿入するか、ISOイメージにアクセスします。

サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。

BIOSメッセージがコンソールに表示されます。

1

2

3

次の手順

1

2

3

配布メディアからのOracle Linuxのインストール
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メッセージで選択肢が表示されたら、F8を押します。
しばらくすると、起動デバイスの選択メニューが表示されます (次の例を参照)。

一覧から起動デバイスを選択します。

物理CD/DVDまたは ISOイメージから起動するには、CD/DVDを選択します。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

使用するインタフェースのタイプによって、ブートプロンプトで以下のいずれかを
実行します。

■ テキストモードの場合、次のコマンドを入力します: boot: linux text

■ グラフィックモードの場合、ブートプロンプトで Enterを押します。

追加情報については、次のWebサイトにあるOracle Linux 5のインストール記事を参
照してください。

http://www.oracle-base.com/

articles/linux/OracleEnterpriseLinux5Installation.php

注 – Linuxとは別のオペレーティングシステム (Solaris OSなど)がすでにインストール
されている場合、インストールプロセス中にパーティションとして表示されま
す。そのパーティションにOracle Linuxをインストールすると、OSが上書きされま
す。そのパーティションを保持する場合は、Oracle Linuxを別のパーティションにイ
ンストールする必要があります。

18ページの「必要なドライバをインストールする方法」に進みます。

▼ PXEイメージからOracle Linuxをインストールする方法
この手順では、PXEイメージからブートを行うようにサーバーを準備する方法、お
よび、ブートイメージファイルを PXE/DHCPサーバーからダウンロードする要求を

4

5

6

次の手順

配布メディアからのOracle Linuxのインストール

17

http://www.oracle-base.com/articles/linux/OracleEnterpriseLinux5Installation.php
http://www.oracle-base.com/articles/linux/OracleEnterpriseLinux5Installation.php


行う方法について説明します。これにより、使用しているサーバーモジュールに
ブートイメージがインストールされます。

注 – Oracle LinuxをPXEサーバーからインストールするようにサーバーを設定する前
に、PXEサーバーをサポートするようにネットワークを設定する必要があります。

次のWebサイトから Linuxドライバパッケージをダウンロードします。
http://www.oracle.com/goto/x6275m2

PXEイメージにドライバを追加します。
必要なドライバのリストについては、13ページの「ドライバの取得」を参照してく
ださい。

PXEクライアントをPXEサーバーと同じネットワークに接続し、PXEクライアントの
電源を入れます。
PXEクライアントは、Oracle Linux OSのインストール先となるサーバーモジュール
ノードです。

BIOS POSTの実行時に、F12キーを押して任意のネットワークインタフェースを選択
します。
PXEクライアントが PXEサーバーに接続し、DHCPサーバーから IPアドレスを取得
します。

boot:プロンプトで、PXEサーバー上のOracle Linuxイメージのラベルを入力します。
インストールイメージが、目的の Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにダウン
ロードされます。

システムプロンプトに従って、オペレーティングシステムをインストールまたは設
定します。

19ページの「Oracle Linuxオペレーティングシステムを更新する方法」

▼ 必要なドライバをインストールする方法
必要なドライバを取得します。詳細については、13ページの「ドライバの取得」を
参照してください。

物理CD/DVDを使用している場合は、ドライブに挿入します。

CD/DVDまたは ISOイメージをマウントします。

Oracle Linuxディレクトリに移動します。

1

2

3

4

5

6

参照

始める前に

1

2

3

配布メディアからのOracle Linuxのインストール
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readmeファイルに記載されている手順に従います。

▼ Oracle Linuxオペレーティングシステムを更新する方法
次の手順に従って、Oracle Linuxを最新のOSに更新します。

注 –システムが一般アクセスが可能なネットワーク上にある場合は、システムを
アップデートするとセキュリティが向上します。

使用しているサーバーに、Oracle Linuxがインストールされている必要があります。

Oracle Linuxオペレーティングシステムの更新方法を次の中から選択します。

■ Oracle Unbreakable Linux Network (ULN)のインストールの場合は、ローカル yumリ
ポジトリを作成し、yumとup2dateを設定して、そこから更新パッケージをイン
ストールします。

http://www.oracle.com/technetwork/topics/linux/whatsnew/index.htmlを参照し
てください。

■ Unbreakable Linux NetworkサポートなしのOracle Linuxインストールの場合
は、Oracle Public yumサーバーと yumクライアントを使用して更新をインストール
します。

http://public-yum.oracle.com/を参照してください。

注 –この yumサーバーは、サポートが付かない状態で提供されます。正誤表、セ
キュリティーパッチ、およびその他の更新が必要な場合は、Oracle Unbreakable
Linux Network (ULN)を使用してください。オンラインストアまたは販売担当者か
ら入手できます。

4

始める前に

●

配布メディアからのOracle Linuxのインストール
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Red Hat Enterprise Linuxのインストール

この節では、Red Hat Enterprise Linux (RHEL)を Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールにインストールする手順について説明します。

このサーバーでサポートされているRHELの最小バージョンは、5.5 (64ビット)で
す。サポートされているオペレーティングシステムの最新のリストについて
は、http://www.oracle.com/goto/x6275m2を参照してください。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 21ページの「設置の概要」
■ 22ページの「RHELのインストールと管理ドキュメント」
■ 22ページの「配布メディアからOSをインストールする方法」
■ 23ページの「PXEイメージからRHELをインストールする方法」
■ 24ページの「RHELを更新する方法」

設置の概要
インストール手順の概要を次に示します。詳細については、実際の手順を参照して
ください。

1. 9ページの「OSをインストールするための準備」に記載されている手順を完了し
ます。

2. 次のサイトから、メディアのコピーまたは同等の ISOファイルを取得します。
https://access.redhat.com/downloads/

ISOイメージをダウンロードするには、RHELアカウントが必要です。
3. Sun Blade X6275 M2 Linuxドライバパッケージのコピーを取得していない場合
は、次のサイトから取得します。

http://www.oracle.com/goto/x6275m2

4. OSと Sun Linuxドライバパッケージをインストールします。
■ 配布メディアからRHELをインストールする方法については、22ページ
の「配布メディアからOSをインストールする方法」を参照してください。

■ PXEサーバーからRHELをインストールする方法については、23ページ
の「PXEイメージからRHELをインストールする方法」を参照してください。

21
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5. ソフトウェアを更新します。24ページの「RHELを更新する方法」を参照してく
ださい。

RHELのインストールと管理ドキュメント
RHELソフトウェアを Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにインストールする前
に、http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/にある次のドキュメントを確
認してください。

表 2 RHELドキュメントのソース

マニュアル名 説明

『Release Notes』 ご使用のRHELソフトウェアバージョンのシステム要件およびシステム
設定についての最新情報が含まれています。

『設置マニュアル』 RHELのインストール時に役立つ情報が含まれた簡易ガイドの印刷版で
す。

導入ガイド システムの導入、設定、および管理についての情報を提供します。

LVM管理者ガイド 論理ボリュームマネージャ (Logical Volume Manager、LVM)を管理して
論理ストレージボリュームを作成するための情報を提供します。

クラスタ管理 クラスタ環境の設定および管理についての情報を提供します。

仮想化ガイド 仮想サーバーの設定および管理についての情報を提供します。

▼ 配布メディアからOSをインストールする方法
RHELでは、テキストモードと使いやすいグラフィックインタフェースの両方を使用
して、オペレーティングシステムのインストールと設定を行うことができま
す。bootプロンプトで、使用するインタフェースを選択できます。このセクション
では、両方のオプションについて説明します。

CD/DVDドライブを接続します。
USBに接続されたCD/DVDドライブを使用している場合は、次の操作を実行しま
す。

a. USB接続CD/DVDドライブを、マルチポートケーブルのUSBポートに接続します。

b. 最初のDistribution CD/DVDを、サーバーモジュールに接続されたCD/DVDドライブ
に挿入します。
RKVMを使用している場合は、『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール設置マ
ニュアル』の「ILOMを使用したホストコンソールへのアクセス」に示されてい
るように、RKVMを使用してCD/DVDドライブまたは同等の ISOイメージをマウ
ントします。

1

RHELのインストールと管理ドキュメント
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システムの電源を入れます。

a. POSTの実行時に F8を押してBBSポップアップメニューにアクセスします。

起動デバイスのリストが表示されます。

b. 起動リストから「CD/DVD drive (CD/DVDドライブ)」を選択します。

■ USB経由で接続している場合は、「USB CD/DVD (USB CD/DVD)」を選択しま
す。

■ RKVM経由で接続している場合は、「Virtual CD/DVD (仮想CD/DVD)」を選択
します。

選択したメディアからサーバーがブートし、boot: メニューが表示されます。

bootプロンプトで、次のいずれかを選択します。

■ テキストモードの場合、以下のコマンドを入力します。

boot: linux text

■ グラフィカルモードの場合は Enterを押します。

インストールドキュメントを参照して、残りのインストールプロセスを実行しま
す。

http://www.redhat.com/docs/を参照してください。

ドライバをインストールします。

詳細については、13ページの「ドライバの取得」を参照してください。

オペレーティングシステムを更新します。24ページの「RHELを更新する方法」を
参照してください。

▼ PXEイメージからRHELをインストールする方法
この手順では、PXEイメージからブートを行うようにサーバーを準備する方法、お
よび、ブートイメージファイルを Preboot Execution Environment (PXE)/DHCP
サーバーからダウンロードする要求を行う方法について説明します。これによ
り、使用しているサーバーモジュールに PXEからブートイメージがインストールさ
れます。

注 – RHELをPXEサーバーからインストールするようにサーバーを設定する前
に、PXEサーバーをサポートするようにネットワークを設定する必要があります。

2

3

4

5

6

RHELのインストールと管理ドキュメント
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次のOracle Webサイトから、Sun Blade X6275 M2 Linuxドライバパッケージをダウン
ロードします。
http://www.oracle.com/goto/x6275m2

PXEイメージにドライバを追加します。
必要なドライバについては、13ページの「ドライバの取得」を参照してください。

PXEクライアントをPXEサーバーと同じネットワークに接続し、PXEクライアントの
電源を入れます。
PXEクライアントは、RHEL OSのインストール先となるサーバーモジュールノード
です。

BIOS POSTの実行時に、F12キーを押して任意のネットワークインタフェースを選択
します。
PXEクライアントが PXEサーバーに接続し、DHCPサーバーから IPアドレスを取得
します。

bootプロンプトで、PXEサーバー上のRHELイメージのラベルを入力します。
インストールイメージが、目的の Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールノードにダ
ウンロードされます。

システムプロンプトに従って、オペレーティングシステムをインストールまたは設
定します。

オペレーティングシステムファイルを更新します。
24ページの「RHELを更新する方法」を参照してください。

▼ 必要なドライバをインストールする方法
必要なドライバを取得します。詳細については、13ページの「ドライバの取得」を
参照してください。

物理CD/DVDを使用している場合は、ドライブに挿入します。

CD/DVDまたは ISOイメージをマウントします。

RHELディレクトリに移動します。

readmeファイルに記載されている手順に従います。

▼ RHELを更新する方法
ソフトウェアは常に更新されるため、オペレーティングシステムの最新バージョン
が配布メディアに含まれていない場合があります。

1

2

3

4

5
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1

2

3

4

RHELのインストールと管理ドキュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール Linuxオペレーティングシステムインストールガイド •
2010年 11月、Revision A

24

http://www.oracle.com/goto/x6275m2


オペレーティングシステムをインストールしたあとは、この手順に従ってくださ
い。

インストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後の作業を実行しま
す。

a. システムで自動更新を設定します。
詳細については、Red Hatのドキュメントを参照してください。

b. 必要な場合は、使用しているRHELリリース用の最新の正誤表とバグ修正をダウン
ロードしてインストールします。

詳細については、Red Hatのドキュメントを参照してください。

●

RHELのインストールと管理ドキュメント
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SLESオペレーティングシステムのインス
トール

この節では、SuSE Linux Enterprise Server (SLES)を Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールにインストールする手順について説明します。

サポートされている SLESの最小バージョンは、SLES 10 SP3 (64ビット)および SLES
11 SP1 (64ビット)です。サポートされているオペレーティングシステムの最新のリ
ストについては、http://www.oracle.com/goto/x6275m2を参照してください。

使用しているサーバーに SLES 10 SP2と SLES 11のOSをインストールする方法は 3つ
あります。その内容を次に示します。

■ ローカルCD/DVDドライブで、SLES Distribution CDまたはDVDを使用する。
■ リモートCD/DVDドライブで、SLES Distribution CD/DVDまたは同等の ISO
ファイルを使用する。ILOMのリモートコンソールアプリケーションを使用して
もアクセスできます。

■ ローカルネットワーク上の Preboot Execution Environment (PXE)サーバーに格納さ
れた PXEイメージ、またはネットワーク上のそれ以外の場所に格納されたイ
メージを使用する。

サポートされているオペレーティングシステムのリストについては、10ページ
の「決定すべき事柄」を参照してください。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 28ページの「設置の概要」
■ 28ページの「SLESのインストールと設定ドキュメント」
■ 29ページの「配布メディアからの SLES OSのインストール」
■ 30ページの「PXEサーバーからの SLESのインストール」
■ 31ページの「SLESオペレーティングシステムの更新」
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設置の概要
インストール手順と必要条件の概要を次に示します。インストールの詳細について
は、実際の手順を参照してください。

1. 9ページの「OSをインストールするための準備」の必要条件を満たしていること
を確認します。

2. 次に示す正しいリリースファイルとドキュメントが用意されていることを確認し
ます。
■ SLES CD/DVDセットまたは同等の ISOファイル。
■ 『SUSE Linux Enterprise Server 10インストールおよび管理』または『SUSE Linux

Enterprise Server 11 Installation and Administration Guide』。
■ SLES 10のみ:次の Sun Webサイトから Sun Blade X6275 M2 Linuxドライバ
パッケージを取得します。

http://www.oracle.com/goto/x6275m2

これらのドライバは、Intel e1000eネットワークインタフェースで必要になりま
す。詳細については、パッケージ内のREADMEファイルを参照してくださ
い。

3. SLESソフトウェアと Linuxドライバパッケージをインストールします。次の節も
参照してください。
■ 29ページの「配布メディアからの SLES OSのインストール」
■ 30ページの「PXEサーバーからの SLESのインストール」

4. SLES OSを更新します。31ページの「SLESオペレーティングシステムの更新」を
参照してください。

SLESのインストールと設定ドキュメント
SLESをサーバーにインストールするときに役立つリソースを表 3に示します。これ
らのドキュメントは、次の場所にあります。

http://www.novell.com/documentation/sles10/

http://www.novell.com/documentation/sles11/

表 3 SLESインストールのリソース

マニュアル名 説明

『クイックスタートのインス
トール』

SLESのクイックインストールに関する情報を提供します。

『Release Notes』 使用しているDistribution CD/DVDの SLESバージョンについ
て、リリース固有の最新情報を提供します。
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表 3 SLESインストールのリソース (続き)
マニュアル名 説明

導入ガイド サーバーのインストールと導入に関する情報を提供します。

管理ガイド 操作中の SLESサーバーに関する情報を提供します。

Linux Auditセルフスタート コール監査を初めて有効化するときの初期情報を提供しま
す。

セキュリティガイド SLESシステムのセキュリティー管理に関する情報を提供しま
す。

High Availability Extensionガイド 高可用性 Linuxクラスタの管理情報を提供します。

管理ガイド SLESサーバーの管理情報を提供します。

Xen仮想化管理ガイド SLESサーバーでの仮想化について、概要情報を提供します。

AppArmorクイックスタートガイ
ド

AppArmorプロファイルの設定に関する情報を提供します。

『Novell Customer Center』 Novell製品の管理に関するユーザー情報を提供します。

SLESライブラリ ホワイトペーパーのライブラリを提供します。

配布メディアからの SLES OSのインストール
SLESでは、使いやすいグラフィカルインタフェースを使用して、オペレーティング
システムのインストールと設定を行うことができます。Distribution CD/DVDを使用
してローカルに接続されたCD/DVDドライブから SLESをインストールする場合
も、RKVMを使用してリモートに接続されたCD/DVDドライブの ISOファイルから
SLESをインストールする場合も、イントール手順は基本的に同じです。

▼ 配布メディアから SLESをインストールする方法

CD/DVDドライブを接続します。

■ USBに接続されたCD/DVDドライブを使用している場合は、次の操作を実行しま
す。

a. USB接続CD/DVDドライブを、該当するノードのマルチポートケーブルのUSB
ポートに接続します。

b. 最初の SLES Distribution CD/DVDを、サーバーモジュールに接続されたCD/DVD
ドライブに挿入します。

1
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■ RKVMを使用している場合は、『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール設置マ
ニュアル』の「ILOMを使用したホストコンソールへのアクセス」に示されている
ように、RKVMを使用してCD/DVDドライブまたは同等の ISOイメージをマウント
します。

システムの電源を入れます。

a. POSTの実行時に F8を押してBBSポップアップメニューにアクセスします。
起動デバイスのリストが表示されます。

b. 起動リストから「CD/DVD drive (CD/DVDドライブ)」を選択します。

■ 物理USB接続CD/DVDドライブ経由で接続している場合は、「USB CD/DVD
(USB CD/DVD)」を選択します。

■ RKVM経由で接続している場合は、「Virtual CD/DVD (仮想CD/DVD)」を選択
します。

選択したメディアからサーバーがブートし、ブートメニューが表示されます。

『SUSE Linux Enterprise Server 10インストールおよび管理』に記載されているインス
トール手順に従って、システムソフトウェアのインストールを完了させます。

注 –インストールしたファイルの中に開発ツールが含まれていることを確認しま
す。これらの開発ツールは、あとでドライバをインストールするときに必要になり
ます。

ドライバをインストールします。
詳細については、13ページの「ドライバの取得」を参照してください。

31ページの「SLESオペレーティングシステムの更新」に従って、OSを更新しま
す。

PXEサーバーからの SLESのインストール
この手順では、SLESブートイメージを Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにイ
ンストールするための最終ステップについて説明します。

▼ PXEサーバーから SLESをインストールする方法
SLESを Preboot Execution Environment (PXE)サーバーからインストールするように
サーバーを設定する前に、次の手順を実行する必要があります。

■ PXEサーバーをサポートするようにネットワークを設定します。
■ その PXEサーバーに Linuxイメージをインストールします。

2

3

4

5

始める前に

PXEサーバーからの SLESのインストール
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次のOracle Webサイトから、Sun Blade X6275 M2 Linuxドライバパッケージをダウン
ロードします。

http://www.oracle.com/goto/x6275m2

PXEイメージにドライバを追加します。

必要なドライバのリストについては、13ページの「ドライバの取得」を参照してく
ださい。

PXEサーバーと同じネットワークにPXEクライアントを接続します。

PXEクライアントは、RHEL OSのインストール先となる Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールです。

BIOS POSTの実行時に、F8キーを押して任意のNICインタフェースを選択します。

PXEクライアントが PXEサーバーに接続し、DHCPサーバーから IPアドレスを取得
します。

boot:プロンプトで、PXEサーバーにイメージをインストールした際にイメージに付
けたラベルを入力します。

インストールイメージが、目的の Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにダウン
ロードされます。

bootプロンプトが表示されたら、PXEサーバーに SLESイメージをインストールした
際にイメージに付けたラベルを入力します。

SLESの設定方法については、SLES配布メディアの『SUSE Linux Enterprise Server 10イ
ンストールおよび管理』または『SUSE Linux Enterprise Server 11 Installation and
Administration Guide』を参照してください。

オンラインソフトウェアアップデートを実行して、オペレーティングシステム
ファイルを更新します。

SLESオペレーティングシステムの更新
SLESソフトウェアに標準装備されたオペレーティングシステムのインストールメ
ディアには、最新のソフトウェアバージョンが含まれていない場合があります。メ
ディアがリリースされて以来、インストール対象の SLESオペレーティングシステム
が何度も更新されている場合があります。この手順では、PXEサーバーまたは
Distribution CD/DVDからオペレーティングシステムをインストールしたあと、Sun
Blade X6275 M2サーバーモジュールでそのオペレーティングシステムを更新する方法
について説明します。

1

2

3

4

5

6

7
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▼ プロキシサーバーと連携するように SLESオペレーティングシス
テムを設定する方法
ネットワークファイアウォールに保護されており、インターネットアクセスにプロ
キシサーバーを使用する必要がある場合は、正しいプロキシ情報でYaSTを設定する
必要があります。

YaSTユーティリティーを開きます。

左側にある「Network Services (ネットワークサービス)」タブを選択してから、右側
の「Proxy (プロキシ)」画面を選択します。HTTPフィールドとHTTPSフィールドの両
方に、正しいプロキシURLを入力します。

注 –オンラインアップデートサービスがネットワークHTTPプロキシを介して正常に
機能するためには、次の追加設定手順を実行する必要があります。

YaSTユーティリティーを終了して、次のコマンドを入力します。
rug set-prefs proxy-url proxy URL

proxy URLは、プロキシサーバーの完全修飾URLです (例:
http://proxy.yourdomain:3128/)。

▼ SLESオペレーティングシステムをオンラインで更新する方法

スーパーユーザーとしてログインします。

次のコマンドを入力して、YaSTオンラインアップデートを実行します。
# you

Novell Customer Centerに登録します。左側にある「Software (ソフトウェア)」タブを
選択してから、「Novell Customer Center Configuration (Novell Customer Center設定)」を
選択し、指示に従います。

Novell Customer Centerのユーザー名とパスワード、および SLES製品のアク
ティベーションコードを使用します。

登録後、「オンラインアップデート (Online Update)」タブを選択して、ソフトウェア
のアップデートを実行します。

始める前に

1

2

3

1
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